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ご存じですか？
府中病院はジェネリック医薬品の活用に積極的に取り組んでいます

ジェネリック医薬品とは？
最初に開発されたお薬の特許が終了した後に同じ成分・同じ剤型・同じ含量で
作られた医薬品で価格の低いお薬のことを言います。特許が終了したお薬が
対象なのですべてのジェネリック医薬品が存在するわけではありません。

※ジェネリック医薬品に変更希望される患者さんは診察場で医師に申し出てください。

※患者さんがジェネリック医薬品に変更したいと申し出ても、先発医薬品と効能効果が異なるなど
　の理由により変更できない場合もあります。また医師の判断により変更不可の場合もあります。

※ひとつの医薬品に対してたくさんのジェネリック医薬品が存在します。
　保険調剤薬局はすべてのジェネリック医薬品を取り扱っているわけではありません。先発医薬品が
　処方されたものをジェネリック医薬品へ変更する場合、保険調剤薬局の薬剤師に納得のいく説明を
　受けた後、患者さんご自身がジェネリック医薬品に変更した方がよいか判断することをお勧め
　いたします。

※保険調剤薬局でジェネリック医薬品へ変更した場合は次回受診時にどの医薬品を何に変更した
　のかを医師に伝えてください。その場合お薬手帳などがあると大変便利です。

※お薬を変更して体の調子がおかしいと感じた場合すぐに医師・もしくは薬剤師にご相談ください。

お薬代が安くて

経済的

効き目や安全性は
先発医薬品と同等で

安全
国から承認されたお薬で

安心


